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１節　整備・開発と自然環境のバランスがとれた流山（都市基盤の整備） 主管課 経営業務課

款会計 小事大事目項

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

水道事業経営 意図
事業
目的

対象

投資計画と財源計画を整合させ、自立可能な水道事業経営を行うための中長期的な計画として
経営戦略を策定する。また、策定した計画値と実績値の乖離を毎年分析し、次年度以降の計画
に反映していく。

経営戦略を策定することにより、より安定した水道事業経営を行うことができ、市民サービス
の向上とより安心・安全な水道水の供給を行う。

経営戦略の策定により、事業の優先度を確認しながら投資と
経営のバランスをはかり、自立可能な水道事業経営を目指
す。

主管課長 秋谷　孝水需要に応じた水道事業の展開

事業名

政　策
施　策

01

1-7

水道事業経営戦略策定事業

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）名　　称 平成27年度 平成28年度 平成29年度

目的に対する現状（客観的事実・データに
基づく現在の状況や取組状況）

15,228,000 749,520 557,280

平成２７年度に水道事業経営戦略を策
定した。
また、平成２９年度は平成２８年度決
算を基に、策定した経営戦略の計画値
と実績値の乖離を分析し、４年毎の計
画見直しに反映していく。

平成27年度 平成28年度

15,228,000 749,520

水道事業の予算や、発注の見通しなどの考え方の基礎と
なっている。

人役・嘱託(人)

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

うち一般財源

 事業費（ｂ）（円）

 職員給与費(ｃ)(円)

人役・再任用(人)

人役・臨職(人)

人役・職員(人)

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

平成29年度

557,280

15,228,000 749,520 557,280

③取組の
課題

引き続きＰＤＣＡサイクルにより経営
戦略を継続して実施していく。

④今後
(H30以降)

の
改善計画

引き続き流山市水道事業経営戦略進捗
状況確認業務委託により、進捗状況を
確認し、水道事業経営に反映してい
く。

①今年度
(H29)の
改善計画

②今年度
(H29)に
実施した

取組

流山市水道事業経営戦略進捗状況確認
業務委託により、進捗状況を確認す
る。

平成２７年度に策定した経営戦略の計
画値と実績値の乖離を分析した。

Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

Ｂ　必要性は変わらな
い

Ａ　市が担うべき

有効性


